
スピリチュアリティとエネルギーケアの理解を深めよう！  

エネルギー医学研究会’ 連続講座 zoom・録画受講 可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★“スピエネット”とは、下記の団体による「スピリチュアリティ＆エネルギーケアネットワーク」の略称です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2回目以降の連続フォーラムの日時・内容＞ 

全4回：主催・共催・協力団体の会員８,０00円、一般12,０00円 

各回：主催・共催・協力団体の会員２,５00円、一般３,５00円 

 

★フォーラムⅡ：２０24年12月７日（土）13：30～16：45（会場：アクエリアス） 

■日 時： 2024年10/５ （土） 13：30～16：45 

■場 所： 「ホリスティック・スペース「アクエリアス」  

  「馬喰町・馬喰横山・東日本橋」駅下車（A1 ではなく）1 番出口を右に出てすぐの交差点を右折したラーメン日高屋のビルの４階

（中央区日本橋馬喰町1-5-10 林ビル 4階） 

 

■参加費：  zoom受講・録画受講も可 ＊会員とは主催、共催、協力団体の会員を指します。 

シリーズ全４回   ①会員 ８,000円 ②一般 12,000円 

今回のみ参加   ③会員 2,500円 ④一般  3,500円 

 

■申し込み手順 

１．必要事項（1 氏名、2 住所、3 電話、4E-mail、5 所属（①会員（団体名）・②一般、６来場受講・zoom 受講・録画配信受講から

選択）を、ho-kanto@tg.rim.or.jp へ  （締切 ９／29（日））。 ＊または、FAXで ０３－５５７２－８２１９まで。 

（当日のみ携帯：080－5484－8008） 

２．申し込み受理のお知らせ到着後1週間以内にお振込み下さい。  三菱UFJ銀行 西新宿支店 (普通) ００５７５６７ 

                                    特定非営利活動法人日本ホリスティック医学協会 

 【PayPal（ペイパル）でのお支払い方法】下記のリンクから、PayPalアカウントにログインし、金額「￥０ 」に、参加費を入力してお支払いください 

＜支払い受取り用リンク＞ PayPal.Me/kantoforum 
3．お振込み後、受付完了となります。お振込後の参加費はご返却できませんので代理受講でご対応をお願い致します。 

＜主催＞NPO法人日本ホリスティック医学協会関東フォーラム委員会  （認定療法士５単位） 

＜協力＞NPO法人日本ヒーリングタッチ協会、NPO法人サイモントン療法協会、日本トランスパーソナル学会 

「肉体とエネルギー」連続講座・第１回 

「植物」と「鉱物」のエネルギーとは 

 「エネルギー」と一口にいいますが、実は、いろいろな領域があるとされています。エネルギー療法といわれて

いないものでも、巷にあまたとある種々の療法には必ずそれぞれの視点からのエネルギー観があります。まさに古

今東西の先達たちが追究してきた「エネルギー観」の歴史があるといえます。 

 そこで、このエネルギー医学研究会では、今年度のテーマとして、「肉体とエネルギー」を巡って連続講座を行う

ことにいたしました！ 

 毎回、講師のレクチャーの後にダイアローグを行いながら、しっかりと追究していきます。お待ちしております！ 

 

 ★クリスタルからのメッセージ ～クリスタルが人々に何を働きかけ何を癒すことが出来るか        
岡山峰子（石の言葉の翻訳者 / 「Makoce（マコーチェイ）」主宰） 

 私は、クリスタルと会話が出来る者です。20年以上に及ぶクリスタルリーディングのセッションに基づき、クリ

スタルが人に何を働きかけ、どういうことが起きているかを、実際のクリスタルリーディングの内容なども紐解き

ながらご紹介出来ればと思っています。 

★西オーストラリアの花療法 
小林びんせい（びんせいナチュラルヒーリング 院長、国際ナチュロパス協会理事長） 

 アボリジニの太古の伝承医療・フラワーエッセンス療法は、様々な怒りやストレスなどを叡智に変えるのに大変

役立ちます。人生における葛藤、乗り越えるべき問題が其々の根底にあり、何度でも繰り返しその課題が済むまで

同じ様な経験をすることになります。花カード療法セラピーで花の知恵（エネルギー）に触れると不思議と問題が

消失してゆく体験が出来ます。しかもその、自身に必要なエネルギーを持つ花を選ぶのは自分で、セラピストはそ

の花に出逢わせるだけなのです。 

★スピエネット対話＜ダイアローグ＞ 岡山峰子 × 小林びんせい 

 お二人のレクチャーの後に、さらに内容を深めるためのダイアローグを行います。 
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＜2回目以降の連続フォーラムの日時・内容＞ 

全4回：主催・共催・協力団体の会員８,０00円、一般12,０00円 

各回：主催・共催・協力団体の会員  ２,５00円、一般 ３,５00円 

 

★フォーラムⅡ：2024年12月７日（土）13：30～16：45（会場：アクエリアス） 

動物と人間のエネルギーとは  

・動物のエネルギー治療            鷲巣 誠（元岐阜大学教授、クリスタルカラーライト療法開発者） 

 ペットを含む動物のエネルギー治療は獣医そしてヒーラー達によって行われている。動物にも経絡-経穴、チャクラな

どの身体にエネルギーを送るシステムがあり鍼灸、漢方、ホメオパシー、マッサージそしてクリスタルカラーライトな

どの治療が行われている。ペットは飼い主の感情エネルギーの負の影響を強く受ける。ペットは癒しになるが、ストレ

スを彼らに与えてもいる。当日は動物のエネルギーシステムと治療について述べる 

・人間の肉体形成の背後で働く霊・魂・体の相互作用    神尾 学（エソテリック・サイエンス・スクール主宰） 

 人間の肉体は、同一のDNAをもった細胞が様々に機能分化しつつも、全体として調和した統一体を形作っています。

この現代科学では未解明の現象に関して、秘教ではエーテル体や魂、月・太陽・星の影響や、エレメンタルといった存

在が、関与していると語られています 

〇スピエネット対話＜ダイアローグ＞ 鷲巣 誠 × 神尾 学  

2回めは動物と人間のエネルギー観について理解を深めます 

 

★フォーラムⅢ：２０25年２月１日（土）13：30～16：45 （会場：アクエリアス） 

量子生物学・量子（場）脳理論のエネルギー観 

・量子生物学とエネルギー：渡り鳥の磁気センサーを例として   根本泰行（生命システム研究所代表、株式会社 IHM

顧問） 

 量子生物学とは、「量子もつれ」や「量子の重ね合わせ」などの量子効果が活用されている生命現象を研究する学問分

野である。そのような生命現象の一例として渡り鳥の磁気センサーを取り上げ、極微弱なエネルギーである地磁気の方

向を渡り鳥が如何にして感知しているのか、その仕組みについての解説を行う 

・量子（場）脳理論とエネルギー   降矢英成（赤坂溜池クリニック院長、NPO 法人日本ホリスティック医学協会

常任理事） 

 肉体の中枢とされる脳を量子力学的にみるには、主にペンローズ＆ハメロフの「量子脳理論」と保江邦夫＆治部眞理

の「量子場脳理論」の２つの理論があります。この２つの理論の考え方の特徴を比較しながら、それを超えるエネルギ

ー観の必要性についても触れていきたいと思います 

○スピエネット対話＜ダイアローグ＞  根本泰行 × 降矢英成 

 3回めは量子生物学と量子脳（場）理論によるエネルギー観について理解を深めます 

 

★フォーラムⅣ：２０25年４月５日（土） 13：30～16：45 （会場：アクエリアス） 

電磁波エネルギー障害とエネルギーからみた食事 

・電磁波エネルギーの影響・障害       西谷雅史（響きの杜クリニック院長、北海道統合医療学会代表理事） 

 私たちは電磁波環境の中で恩恵を受けながら生活しています。しかし同時に私たちの身体に起こる帯電や高周波ノイ

ズにより体調不良を訴える人が増えています。環境の電磁波はさらに強くなっているためその対応は急務です。今回は

その対策についてお話しします 

・物質文明から意識文明への変化と食     福田カレン（通訳者・翻訳家、フルータリアン） 

 植物は、自らの身体を介在させることで太陽光という純粋なエネルギーであり情報を物質に変換しています。私たち

が食べているのは、本質的には光（情報）であり、生命そのものです。人間は果食動物として創造されているため、果

物を主食とすることが健康の秘訣です 

○スピエネット対話＜ダイアローグ＞  西谷雅史 × 福田カレン 

最終回は電磁波障害とエネルギー的な食事について理解を深めます 


